














手紙にそえる事が嗜みであったかのようにいわれる「折り枝」であるが、たとえば物語を紐解いた時、手紙に「折り枝」がつけられたとわかる叙述は、手紙の量と比べればそれほど多くはない。更にいえば、 「折り枝」は、手紙に付けられる付属物としてではなく、 「折り枝」を贈 ことが主で、それにつけられた手紙（和歌）の方が添え物 場合もある。場合によっては、 「折り枝」そのもののみが贈られ、手紙や言葉すらない場合も る。　
そもそも、 「折り枝」とは、どのような際に、どのような場で、どのような相手とかわされてきたのだろうか。 「折り枝」を付ける行







































ことにした。今回、私家集に絞ったのは、勅撰集よりも、より当時の現実を写しだしていると考えるためである。テキストとしては、 『私家集大成』 （中古Ⅰ）を使用した。それぞれ 家集がいつ成立したか、という問題は残るが 平安初期から中期までの様相は窺えると思われる。中古Ⅰ編所収の 『奈良御集』から『道済 』までの
156種（異本含む）の家集から、 「折り枝」の用例を収集した。今回は、





































本稿のタイトルに「用例集Ⅰ」とあるのは、 『私家集大成』 （中古Ⅱ）所収につ て検討した「用例集Ⅱ」も予定しているためである。
三四
《凡例》
一、以下の用例は、 『私家集大成』 （中古Ⅰ）所収の歌集を用いて、 「折り枝」が記されている詞書を中心に本文を引用している。た
だし、読みやすさを優先したため、私に濁点を付した所がある。
一、 「折りて」としかなくても、文脈により贈ったとわかるものは、 例として数えている。一、基本的に「折り枝」の例は、同じ場を描いたものであっても、すべて掲出している。一、同一人物の私家集の場合は、 「折り枝」の場面を照応できるよう①②③等の番号で示している。一、和歌が「折り枝」の素材を示している場合もあるため 例、詞書では「花」としかないが、和歌から「女郎花」であることがわ
かる等） 、和歌も引用 ている。ただし、同一歌集の異本間で同一の「折り枝」が用いられている場合は和歌を省略した。




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・むすこのむまれたりしいゑをさりて後、そのこ 蔵人に て、かの家にすむ人をかた てかよひ侍しに、其家なる紅梅をお
りて、その家のあるじ、むかしみしむめの、
こうばい
に成たるみよとて、をこせて侍し
　
みどり子のうへし梅の花みぬ程に
　
ことしはあけに色ぞかよへる（八〇）
　　
・うちわたりの人に、
やまぶき
にさして
　
九重にへだてしつきのさまかへて
　
ひとへにたのむやまぶきの花（一〇〇）
152大弐高遠集（書陵部蔵）
　　
・潤三月、花山院の、
さくらの花のちりたる枝
につけてたまへる
　
さくら花春くはゝれるとしゝもぞ
　
つねよりも猶ちりまさりける（一）
　　
・むらかみの御時に、四月 御灌仏に、承香殿の女御のおほむせは、
まつのつくり枝
につけ
‥ てふちつほの女御はふぢのつくりえたにつけて、
もてまいれる
七四
なかに、ふぢつぼのわらはの、いときよげなりしかば、かくなむいひにやりし
　
まつならでおもひぞかくるふぢのはな
　
めでたきいろのをらまほしさに（一三）
　　
・堀川の中宮に、中納言の君といひて、きよげなるひとさむらひしを、物などいひしほどに、みちたふ
か
の少将にすまれて、いくば
くもなくて、とはれずなりにしをきゝて、
をみなへしのかれたる枝
につけてやる
　
をみなへしあ
きらき
のの
かぜにしほられて
　
いまはかれぬときくはまことか（一九）
　　
・
さくらの花のをもしろき
につけて、ある女のもとに
　
へだてたるかすみのまよりちるはなは
　
しのぶにあまるこゝろとを見よ（五三）
　　
・いろこのみし人のもとに、いきたりしかば、ものなどいひて、かへりなむといへば、せめてとゞめしかば、とゞまりてありしほ
どに、れいきける人の、かどをたゝきてこしかば、ことかたより でゝゆくほどに、やのなるをとのせしかば、おそろしくおもひて、またの日いとゝく、
むめのはなのちりたる枝
につけて、いひやりし
　
おほかたにちるとみしだにおしけくに
　
やかぜにた
さへも
にもはなのちるら
かな
ん（八九）
　　
・はらめる女のもとに、
しな
つ（朱）
め
をやるとて
　
きみがこをなつうめとこそおもひしか
　
あきまでなるぞこゝろもとなき（九五）
　　
・ある所に、
わかな
やるとて
　
しめしのにほふるわかなのいつしかと
　
かたみにけふはとしやつむらん（一一九）
　　
・あるおとこのしりたりける女のもとに、
○
ある女のもとに
まゆみのもみぢ
につけて
　
色ふかきまゆみはことにおほゝえて
　
こゝろにふるもかひなかりけり（一二九）
　　
・ところを、
むめのえだ
につけて、人のをこせたりしに
　
むめのはなよのつねならず見ゆるか
　
ところがらにやにほひますらむ（二五四）
　　
・村上の御時の賀茂祭日……くるまにのりうつるとて、なかにきよげなりし人に、
あふひ
をとらすとて
　
神に我いのりしことやかなふらむ
　
けふしもきみにあふひとおもへば（三〇一）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
七五
　　
・ありし女の、おとこにつきてさとにありしに、十月許、
うつろひたる菊
につけてやる
　
みしよりもいとゞかれゆくしらきくの
　
うつりこゝろは花もありけり（三一七）
　　
・むろまちどのより、
きくのうつろへる
を、おりてたふとて、小弐のあまきみに
　
秋のつゆかたみとをきしはなゝれど
　
きみますやどにうつろはすかな（三一八）
　　
・あま一品の宮より、
かれたる
につけて、たまへる
　
いにしへのゝこりすくなき菊のうへに
　
をきそふつゆの身をもしるかな（三二一）
　　
・
菊のひらけたる
につけて、前式部大夫のもとにやる
　
きて見んといひしはいつぞき のはな
　
ひらけてのちはけふもくらしつ（三二三）
153むらさき式部集（実践女子大学蔵）紫式部Ⅰ
　　
①かたゝがへにわたりたる人の、な おぼ〳〵しきことありとてかへりにけるつとめて、
あさがほの花
をやるとて
　
おぼつかなそれかあらぬかあけぐれの
　
そらおぼれするあさがほの花（四）
　　
②はるかなるところにゆきやせん、ゆかずやと もひわづらふ人の、やまざとより
もみぢ
をおりてをこせたる
　
つゆふかくをく山ざとのもみぢばに
　
かよへるそでのいろをみせばや（八）
　　
③おなじ人、
あれたるやどのさくらのおもしろき
こととて、おりてをこせたるに
　
ちるはなをなげきし人はこのもとの
　
さびしきことやかねてしりけむ（四三）
　　
④あかうなればいりぬ、
長きね
をつゝみて
　
なべて世のうきにながるゝあやめぐさ
　
けふまでかゝるねはいかゞみる（七〇）
　　
⑤あさぎりのおかしきほどに おまへのはなどもいろ〳〵にみだれたる中に
をみなへしいとさかりなる
をとの御らんじて、ひ
とえだおらせさせたまひて、きちやうのかみより、これたゞにかへすなとてたまはせたり
　
をみなへしさかりのいろをみるからに
　
つゆのわきける身こそしら れ（七六）
　　
⑥
ぢ（ママ）
じうさいしやうの五せちのつぼね、みやのおまへいとけぢかきに、こうきでんのうきやうか人夜しるきさまにてありしこと
七六
など人〴〵いひたてゝ、
日かげ
をやる、さしまぎらはすべきあふぎなどそへて
　
おほかりしとよのみや人さしわきて
　
しるき日かげをあはれとぞみし（九九）
　　
⑦
こう梅
をおりて、さとよりまいらすとて
　
むママ
まれ木のしたにやつるゝむめの花
　
かをだにちらせくものうへまで（一〇二）
　　
⑧
さくらのはなのまつりの日まてちりのこりたる
、つかひのせうしやうのかざしにたまふとて、葉にかく
　
神世にはありもやしけん山さくら
　
けふのかざしにおれるためしは（一〇四）
154紫式部集（陽明文庫蔵）紫式部Ⅱ
　　
①方たがへにわたりたる人の、なまおぼ〳〵しき事ありて帰にけるつとめて、
あさがほの花
をやるとて（四）
　　
③おなじ人、
あれたるやどのさくらのおもしろき
ことゝて、おりてをこせたるに（四三）
　　
⑨
八重やまぶき
をおりて、ある所にたてまつれたるに、ひとへの花のちりのこれるをゝこせ給へり
　
おりからをひとへにめづる花の色は
　
うすきをみつゝうすきともみず（五二）
　　
⑩世の中さはがしき比、
あさがほ
をおなじ所にたてまつるとて
　
きえぬまの身をもしる〳〵あさがほの
　
露とあらそふ世をなげく哉（五三）
　　
⑤あさぎりのをかしき程に、おまへの花ども色々にみだれたる中に、
をみなへしいとさかりにみゆ
、おりしも殿いでゝ御覧ず、
一枝
おこせたまひて、几帳のかみより、これたゞにかへすな、とてたまはせたり（六九）
　　
⑦
紅梅
を折て、さとよりまいらすとて（九七）
　　
⑧うつきの祭の日まてちりのこりたるつかひの少将のかざし たまはすとて、
葉
にかく（九九）＊葵
　　
④五月五日もろともにながめあかして、あかうなればいりぬ、
いとながきね
をつゝみてさしいてたまへり、小少将君（一一八）
　　
⑪源氏物がたりおまへにあるを、殿御覧して、れいのすゞろことどもいでき るついでに、
梅のしたにしかれたるかみ
にかゝせ
給へる
　
すき物となにしたてればみる人の
　
おらですぐるはあらじとぞおもふ（一二七）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
七七
155道命阿闍利集（書陵部蔵）
　　
・法輪にありしころ、
花
をおりて人に
　
おぼろけかあらしの山にさく花を
　
ひと枝にても見するこゝろを（一〇）
　　
・ほうりむに侍けるころ、
もみちのしたりし
を、人の御もとにたてまつりし
　
人もみぬをぐらの山の紅葉ゝや
　
なだかゝるよのにしきなるらん（一六）
　　
・
山吹の花
たはせ給へる人によそへて、人〳〵よみしに
　
むかしみしゐでの山吹けふはあれど
　
すぎにし春はなをぞこひしき（三三）
　　
・山寺にいきたりしに、
やへさくらの
みえしを、人にやりたりし
　
白露の八重たつ山のさくら花
　
いづれを花とわきておりけん（六二）
　　
・侍るところにおひたる
しのぶくさ
を、ふみにさすとて、人のとるをみて
　
いづかたにゆかむとすらんしのぶくさ
　
ふりにしやどのつまをわするな（七九）
　　
・人のもとに、
女郎花
やるとて
　
きみゆへにてをふるゝ なをみなへ
　
こゝろをくらす野辺の白露（一三六）
　　
・ある法師のもとより
やまぶき
を、これみ給へとて、かくいひたる
　
やまぶきのゐでにほどこそへぬべけれ
　
さきかさねたり花のちるまで（一九九）
　　
・ゆきふる日、
むめの花
をおりて、人のもとに
　
ふる雪にい はまがへしむめのはな
　
おりけむ袖にゝほひまさりて（二三六）
　　
・
ところの木の、えだのやうにて、一尺ばかりなる
を、人のもとに
　
をとにきくこまもろこしはひろくとも
　
かゝるところはあらじとぞおもふ（二四一）
　　
・
こぶしの花
を、人のもとにやるとて
　
わがやどのこぶしのはなをうちとけて
　
かざしにさすなかまちあやうし（二四二）
七八
156道済集（書陵部蔵）
　　
・中将家
さくらいとおもしろくさきたりし
を見て、めのもとにやりし
　
うゑをきし人もなけれど春くれば
　
はなはむかしにかはらざりけり（五四）
　　
・大学助、とのゐ所より、
をみなへし
につけて
　
こゝにかくめづら と見るをみなへし
　
おほかるのべをおもひこそやれ（一〇八）
　　
・つれ〴〵なりしに、
いみじうさきたる花
、人のもとにやるとて
　
のこりなくけふぞにほへるさくらはな
　
かぜまつほどをひとり見るかな（一一三）
　　
・雲林院の
さくら一枝
、あるあ
如本
かりつかはすとて
　
またみせん人し ければさくら花
　
いまひとえだをおらずなりぬる（一五一）
　　
・五月五日
さうぶ
にさして、返事せぬ人につかはす
　
としふかきねはかくれぬるあやめ草
　
あやめもしらでやまんものかは（二五九）
